
 
 

 

工     種 

 

 

項  目 管理基準値(㎜) 
(参 考) 

規格値(㎜) 
測 定 基 準 

11 

 

橋 

 

梁 

 

下 

 

部 

 

工 

 

事 

橋台工 

 

 

 

敷幅  (B) 

 

 

◯±E

A  30 

 

A◯－E

A  50 

 

橋軸方向の断面寸法は

中央及び両端部で測定

し、その他は構造図の寸

法表示箇所を測定する。 

 

 

 

控壁の厚

さ(T) 

 

 

A◯＋E

A  20 A◯－E

A  13 

 

    

A◯－E

A  20 

 

 

高さ(H) 

 

 

A◯±E

A  30 

 

A◯－E

A  50 

 

 

中心線の

ズレ(e) 

 

 

A◯±E

A  30 A◯±E

A  50 

 

天端長(L1) 

 

 

A◯±E

A  30 

 

A◯－E

A  50 

 

 

敷長(L2) 

 

 

A◯±E

A  30  A◯－E

A  50 

 

 

胸壁間距

離(L3) 

 

 

A◯±E

A  20 A◯±E

A  30 

 

橋台沓部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「1 共通工事の精度を

要するもの」の項に定

めるところによる 

 

 

同      左 

 

 

同        左 
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管  理  方  式 

測 定 箇 所 標 準 図 摘   要 

管理図表に

よるもの 

(様式 2-1、 

 2-2) 

結果一覧表

によるもの

(様式 3-1) 

構造図に朱

記、併記す

るもの 

― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

構造図に朱

記、併記す

ることが困

難なもの 

 

 

敷幅、控壁

の厚さ、高

さ、中心線

のズレ、天

端長、敷長、

胸壁間距離 

 

 

 

 

 

B B 

Ｈ Ｈ 

Ｌ3 Ｌ3 

厚さＴ 

Ｌ1 

Ｈ 
ｅ 

Ｌ2 

Ｌ Ｃ 

 
 

２スパン以上

の場合の胸壁

間距離は「橋

脚工」の橋脚

中心間距離に

おいて管理す

る。 

 

同   左 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同   左 同   左 同      左  
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工     種 

 

 

項  目 管理基準値(㎜) 
(参 考) 

規格値(㎜) 
測 定 基 準 

11 

 

橋 

 

梁 

 

下 

 

部 

 

工 

 

事 

橋脚工 

 

張出式 

重力式 

半重力式 

 

 

 

基準高(V) 

 

A◯±E

A  15 

 

A◯± E

A  20 

 

橋軸方向の断面寸法は

中央及び両端部で測定

し、その他は構造図の寸

法表示箇所を測定する。 

 

 

 

 

天端長(l1 ) 

 

A◯±E

A  30 

 

A◯－ E

A  50 

 

 

敷長(l2 ) 

 

A◯±E

A  30 

 

A◯－ E

A  50 

 

 

天端幅(B1) 

 

A◯＋E

A  20 A◯－E

A  13 

 

A◯－ E

A  20 

 

 

敷幅(B2) 

 

A◯±E

A  30 

 

A◯－ E

A  50 

 

 

高さ(H) 

 

A◯±E

A  30 

 

A◯－ E

A  50 

 

 

橋脚中心

間 距 離

(L) 

 

A◯±E

A  20 A◯± E

A  30 

 

 

中心線の

ズレ(e) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A◯±E

A  30 

 

A◯± E

A  50 
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管  理  方  式 

測 定 箇 所 標 準 図 摘   要 

管理図表に

よるもの 

(様式 2-1、 

 2-2) 

結果一覧表

によるもの

(様式 3-1) 

構造図に朱

記、併記す

るもの 

― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

構造図に朱

記、併記す

ることが困

難なもの 

 

 

基準高、天

端長、敷長、

天端幅、敷

幅、高さ、

橋脚中心間

距離、中心

線のズレ 

 

 

 

 

 

 

ｅ 
ｅ 

l 4 

l3 Ｈ2 

Ｈ4 

Ｈ3 Ｈ3 

Ｈ2 Ｈ1 
Ｈ1 

Ｈ2 

Ｈ4 

Ｈ3 Ｈ3 

Ｈ2 Ｈ1 
Ｈ1 

Ｂ2 

Ｂ3 

Ｂ3 

Ｂ1 Ｂ1 

Ｖ Ｖ 

Ｌ Ｌ 

Ｌ Ｃ Ｌ Ｃ 

Ｂ2 

Ｂ4 

l3 
l2 
 

l2 
 

l1 l1 
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工     種 

 

 

項  目 管理基準値(㎜) 
(参 考) 

規格値(㎜) 
測 定 基 準 

11 

 

橋 

 

梁 

 

下 

 

部 

 

工 

 

事 

橋脚工 

(ﾗｰﾒﾝ式) 

 

基準高(V) 

 

A◯±E

A  15 

 

A◯±E

A  20 

 

橋軸方向の断面寸法は

中央及び両端部で測定

し、その他は構造図の寸

法表示箇所を測定する。 

 

 

 

天 端 長

(l) 

A◯±E

A  15 

 

A◯－E

A  20 

 

天端幅 

(B1) 

 

A◯＋E

A  20 A◯－E

A  13 

 

 

 

A◯－E

A  20 

 

 

中間幅(d) 

 

A◯±E

A  15 

 

A◯－E

A  20 

 

 

基礎幅 

(B2、b) 

 

A◯±E

A  30 A◯－E

A  50 

 

高さ(H) 

 

A◯±E

A  30 

 

A◯－E

A  50 

 

 

厚さ(T) 

 

A◯＋E

A  20 A◯－E

A  13 

 

A◯－E

A  20 

 

 

橋脚中心

間 距 離

(L) 

 

 

A◯±E

A  20 

 

A◯±E

A  30 

 

 

中心線の

ズレ(e) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A◯±E

A  30 

 

A◯±E

A  50 
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管  理  方  式 

測 定 箇 所 標 準 図 摘   要 

管理図表に

よるもの 

(様式 2-1、 

 2-2) 

結果一覧表

によるもの

(様式 3-1) 

構造図に朱

記、併記す

るもの 

― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

構造図に朱

記、併記す

ることが困

難なもの 

 

 

 

基準高、天

端長、天端

幅、中間幅、

基礎幅、高

さ、厚さ、

橋脚中心間

距離、中心

線のズレ 

 

 

 

 

 Ｌ 

Ｂ1 

Ｈ2 

Ｈ3 

Ｈ1 

Ｂ2 

Ｖ 

l  

Ｈ1 
Ｈ2 

Ｈ3 

ｂ3 ｂ1 ｂ2 

ｄ3 ｄ1 ｄ2 

Ｔ1 Ｔ2 ｅ 

Ｌ Ｃ 
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